
平成 21 年度第３回地域力創造セミナー開催要領 

  
 
１ 開催趣旨 
 国・地方の厳しい財政状況や人口減少社会の到来など、地域を取り巻く環境が大きく変化してい
る中、地域を支える人材の育成や地域経営のためのノウハウ蓄積、コミュニティ活動の再生など、
「地域力」を高める取組や「住民協働」の視点が更に重要となってきている。 
このため、活力ある地域づくりや課題解決に取り組む各地方公共団体のノウハウ蓄積、人材育成

等を支援するとともに、共通の行政課題に取り組む地方公共団体同士や講師とのネットワーク構築
の場を提供するため、「地域力創造セミナー」を開催することとする。 

  
２ 主催 

総務省 自治行政局 地域自立応援課 
 
３ 第３回セミナー開催日時及び会場 

テーマ 募集人数 日時 開催場所（会場） 

地域力創造の実践に学ぶ③  

「成功への道筋づくり 

～持続可能な地域経営に 

必要な視点とポイント」 

100名 
 程度 

平成22年１月21日（木）
  13:00～17:30  

新梅田研修センター３階
Ｌホール（303） 

（大阪市福島区福島6-2-22）

 
４ 受講対象者 

原則として、下記(1)(2)を満たす者を受講対象者とする。 
（１）活力ある地域づくりや課題解決等に前向きに取り組む意欲ある地方公共団体の職員。 
（２）地域活性化や住民協働などに関する事業に 1 年以上の経験を有する職員。 

但し、応募者多数の場合は係長相当職以上の職員を優先選考とする（受講決定は１月７日に応

募者へメールにて通知予定。）。  
 
５ 本セミナーの特徴 
（１）主に「地域人材ネット」へ登録の専門家等を講師・発表者として、活力ある地域づくりや

課題解決の先進事例等の講義等を通して、知識やノウハウの習得を図る機会であること。 
（２）受講募集時に事前アンケートで質問を募り、それを講義へ反映させることで受講者のニー 

ズに応じたものとすること。 
（３） セミナー終了時に名刺交換タイムを設け、講師や受講者が自由に情報交換をすることで 

ネットワークを広げる機会があること。 
※「地域人材ネット」：地域活性化に活躍している民間専門や先進市町村職員を登録し、総務省ホームページで

広く紹介することにより、市町村相互の交流やノウハウの共有等に寄与するもの。 

 
６ 第３回セミナーの内容 

◆開会    （13:00） 
 
◆基調講演  （13：25～ 80 分） 

   テーマ「人と資源を活かした地域活性化のデザイン 
～自治体職員だからこそできること～」 

           講師 農林水産省大臣官房企画官  木村 俊昭氏 
 
 
◆事例講義  （14：55～ 80 分） 

  テーマ「「ゆず」でデザインした地域活性化 
～地域をまるごと活かすには～」 

                     講師 馬路村農業協同組合代表理事組合長  東谷 望史氏    
 
 
◆パネルトーク （16：25～ 50 分）  

木村、東谷講師に対する事前質問及び会場質問を基にした質疑応答、意見交換  
 
   ◆閉会＆名刺交換会（情報交換）  （17：15～17：30 頃）  
 
 

別紙１



 

第３回地域力創造セミナー（H22.1/21（木）） 会場について 

 

会場名：新梅田研修センター   部屋名： Ｌホール（303） 

         〒553-0003 大阪市福島区福島 6-22-20TEL.06-4796-3371 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

＜アクセス＞ JR 大阪駅「桜橋口」から徒歩約 12 分 

          または、「桜橋口」から直通シャトルバス 5 分 

 

 

 

 

・ ロビーから 3 階会場へは、エレベーターで移動。 

・ 直通シャトルバスの料金は無料。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（桜橋口および直通バス乗り場付近 拡大図）
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